
「
二
〇
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「
硬
貨
取
扱
手
数
料
」 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
末
、
公
益
財
団
法
人
日
本
漢
字
能
力
検

定
協
会
が
発
表
し
、
清
水
寺
の
森
清
範
貫
主
が
揮

毫
（
き
ご
う
）
し
た
二
〇
二
一
年
の
世
相
を
表
す

一
字
「
今
年
の
漢
字
」
は
「
金
」
で
し
た
。
東
京

二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
人
選
手
達
が

史
上
最
多
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
事
や
、
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
で
二
刀
流
の
大
谷
翔
平
、
将
棋
の

藤
井
聡
太
竜
王
が
活
躍
し
、
金
字
塔
を
打
ち
立
て

た
事
な
ど
が
選
出
さ
れ
た
理
由
の
様
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
躍
が
希
望
の
持
て
る
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様
に
と

っ
て
良
き
一
年
と
な
る
事
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。 

さ
て
年
始
は
初
詣
で
大
勢
の
方
が
ご
参
拝
に
来
ら

れ
る
ご
寺
院
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
賽
銭
箱
や
浄

財
箱
に
は
一
円
か
ら
五
〇
〇
円
の
硬
貨
を
入
れ
る

参
拝
者
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
寺
院

で
も
賽
銭
や
浄
財
は
硬
貨
が
多
く
、
年
始
は
大
き

な
金
額
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
硬
貨
で

す
が
、
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
入
金
す
る
場
合

で
も
手
数
料
が
か
か
る
事
が
あ
り
ま
す
。
既
に
三

大
都
市
銀
行
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
み
ず
ほ
銀

行
、
三
井
住
友
銀
行
）
で
は
大
量
の
硬
貨
を
入
金

す
る
際
に
手
数
料
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。
一
〇
〇

枚
ま
で
は
手
数
料
無
料
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
入
金
は

無
料
（
一
回
に
入
金
で
き
る
枚
数
は
概
ね
一
〇
〇

枚
が
上
限
）
な
ど
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
五

〇
〇
枚
の
入
金
で
五
五
〇
円
の
手
数
料
が
掛
か
り

ま
す
。
お
取
引
銀
行
が
こ
の
三
行
の
ご
寺
院
は
既

に
ご
承
知
の
事
と
思
い
ま
す
。
都
市
銀
行
以
外
で

は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
も
本
年
一
月
一
七
日
に
硬

貨
取
扱
料
金
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
窓
口
で
硬
貨
を

入
金
す
る
場
合
の
手
数
料
は
五
〇
枚
ま
で
は
無
料

で
す
が
、
五
一
～
一
〇
〇
枚
で
は
五
五
〇
円
、
一

〇
一
～
五
〇
〇
枚
ま
で
は
八
二
五
円
、
五
〇
一
～

一
〇
〇
〇
枚
ま
で
は
一
一
〇
〇
円
掛
か
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
同
様
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
一
～
二
五
枚
は

一
一
〇
円
、
二
六
～
五
〇
枚
は
二
二
〇
円
、
五
一

～
一
〇
〇
枚
で
は
三
三
〇
円
の
手
数
料
が
掛
か
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
窓
口
で
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
硬
貨

を
大
量
に
入
金
す
る
場
合
に
は
、
枚
数
に
応
じ
た

手
数
料
が
掛
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。 

「
改
正
個
人
情
報
保
護
法
」 

改
正
個
人
情
報
保
護
法
が
本
年
四
月
一
日
に

全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。
平
成
二
九
年
五
月
三
〇
日

の
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
で
は
、
個
人
情
報
を

取
扱
う
中
小
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
事
業

者
が
適
用
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
者
に
は
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
自
治

会
、
同
窓
会
な
ど
に
非
営
利
の
団
体
（
組
織
）
も

含
ま
れ
ま
す
。
宗
教
法
人
に
お
き
ま
し
て
は
、
憲

法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
配
慮
か
ら
、
宗
教

団
体
が
宗
教
活
動
の
用
に
供
す
る
目
的
で
個
人
情

報
を
取
扱
う
場
合
に
は
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者

の
義
務
は
適
用
さ
れ
な
い
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
（
個
人
情
報
保
護
法
第
七
六
条
第
一
項
）
。
そ

の
為
、
宗
教
活
動
や
そ
れ
ら
に
付
随
す
る
活
動
で

個
人
情
報
を
有
す
る
分
に
は
、
主
務
大
臣
か
ら
の

勧
告
や
罰
則
を
受
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
公
益
事
業

と
公
益
事
業
以
外
の
事
業
で
個
人
情
報
を
取
扱
う

場
合
に
は
、
違
反
し
た
場
合
、
罰
則
の
対
象
と
な

り
得
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
な
お
本
年
四

月
に
施
行
さ
れ
る
改
正
個
人
情
報
保
護
法
で
は
、

罰
則
が
次
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
ま
す
。
命
令
に
違

反
（
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
〇
〇
万
円
（
法
人

は
一
億
円
）
以
下
の
罰
金
）
、
虚
偽
の
報
告
等

（
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）
、
個
人
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
等
の
不
正
提
供
（
一
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
〇 

万
円
（
法
人
は
一
億
円
）
以
下
の
罰

金
）
。
収
益
事
業
等
で
個
人
情
報
を
有
し
て
い
る

ご
寺
院
は
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
見
直

さ
れ
る
事
を
強
く
お
勧
め
致
し
ま
す
。 

 


